青風荘　症例検討用　フェイスシート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年11月　6日

	入　所　者
	氏　名　　　　稲垣　　ふき様　　　男・女　　　昭和19年　4月　2日生（62歳）

	
	〒　　　　　住所　　八戸市南郷区大字中野字大平27番地1　　0178－82－2332　　　　

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	S　47年頃（28歳時）
	罹 患 期 間
	約　29年　

	
	入院回数
	　　3回
	延べ入院年数
	　約　13年　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　）
	外来受診日
	土曜日（２週　１　回）

	医療区分
	　国保　（　　　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（級）

	年　　金
	有・無　（障害年金　１級、月額　8，3万円　）　重度医療（有）

	 入所年月日
	Ｈ１3年6月13日
	身　長
	151ｃｍ
	体重
	56.2kg

	最終学歴
	白菊学園高等学校卒業（現ウルスラ）
	免許・資格
	保健診療経理

	職　歴
	後藤小児科（3年）、斎藤外科、工藤医院、滝沢保養センタ－

	保　護　者
	氏　　　稲垣　賢治　様　　　　　　　　　　　続柄　弟　（父よりH16.4.2に変更）

	長期目標　　　生活場所の確保　　・生活リズムの確立

	入院・治療歴

①　Ｓ47年　月　～　　　年　　月　　　外来　　　　松平病院
②　Ｓ51年　月　～　S52年　　月　　　入院　　　　北陽病院
3 Ｓ62年　月　～H　1年　5月　　　入院　　　　　久慈享和病院
4 H　元年　月　～　　年　　月　　　外来通院　　　日本赤十字病院
⑤H　2年9月　～13年　　6月　　　入院　　　　　青南病院　　　　



	生活歴　　生活歴・同胞4子の長女。25歳頃（Ｓ44年頃）結婚、3子もうけるが、第2子出産後より被害妄想・幻聴等が出現し、産褥性精神病にて松平病院にて通院加療を受けるようになる。出産の度に再発し入退院を繰り返していた。Ｓ50年頃、夫の暴力や舅の苛めもあり離婚する。その後、Ｓ51年～52年に北陽病院へ1年程入院。退院後は保養センタ－や食品会社に数年勤務していたが、本人としては求職活動のつもりのようだったが、警察や病院等各所に電話をして歩き回る等の多動、一方的に話し掛けたりする等の行動があり、Ｓ62年2月に久慈享和病院へ入院。Ｈ元年5月に退院し、以後八戸赤十字病院精神科で外来処方を受け自宅療養（仕事はせず無為な生活を送っていた）していた。Ｈ2年9月13日、仕事もせず生活意欲に欠け昼夜逆転の生活にあることから、保健婦の紹介で青南病院受診、本人は「仕事をしたい」と訴えるが、家族は強く入院加療を希望する為主治医より生活の立て直しと社会性の獲得を目的に入院を勧められ同日入院となった。Ｈ13年6月13日青南病院退院となる。
・平成13年6月13日青風荘へ入所～現在に至る。

	家族構成


	家族状況、家族との交流状況及び協力の程度

・保護者の父は高齢であり、難聴気味であることから理解及び疎通に時間が掛かることもあるため、家族（弟夫婦）の希望でH16.4.2.より保護者を父から弟に変更している。




（青風荘）施設症例検討会議①

平成　18年　11月　6日　（月）

	氏　名
	稲垣　　ふき様
	男・女
	生年月日
	　昭和19年　4月　2日（62歳）


	問題点
	介入方法

	①頻回に中途覚醒があり、昼夜逆転の生活になる。
	・活動を促したり、話し相手になる。本人が気に掛けている事は一緒に解決策を考え解消できるようにする。


	②身体的訴えや妄想的な訴えが多い。（痒い・痛い・頭がフラフラする・のどが変だ等）


	・訴えがある場合は十分に話しを聞く。

	③一方的に話し掛け、内容が噛みあっていない。
（自分でも何を話しているのか分からなくなっている。）


	・いま、自分が何を要求しているのか、何を言いたいのか内容を確認する。

・その都度、問題が起きた際には対応して一緒に解決していく。


	これまでの経過（最終評価日　H　18年10月30日）

	・デイナイトケアへは拒否なく通所しています。プログラムは積極的に参加され、張りきって行なっていますが、それ以外では眠そうな顔でぼんやり過ごすことが多いです。

・施設では朝から目を開けていることが困難な様子で眠気が強く時々、立ったまま眠っている時もあり声かけしています。休日は朝食が済むと殆ど午前中は部屋で眠っています。相変わらず、「どうして家から７万しか入らないの。」「一人で買物に行きたい。」「通帳が見たい。」等頻回に訴えて来ます。施設で行なっている肥満予防プログラムに参加しており、おやつの購入や要求の回数も減り、体重も減少してきています。夜は一旦就床するも0時前後に覚醒し、足音をたてて小走りでトイレに行ったり、洗顔や、私物いじり等をする為、朝は定時起床できないことが多いです。

・外来受診はスタッフ付添いで行なっており、拒否なく通院できています。服薬に関しては事務所管理の為、忘薬はありませんが、服用の都度声かけを要しています。




プラン計画者　氏名：　小坂　和子　　　　　　　　　　　　　

本人





賢治様


























